


豪雨災害リスクの増大
　豪雨災害のリスクが増大している。大雨につな
がる目安としての時間雨量50mmを超える降雨、1
日雨量200㎜を超える降雨の回数が、年々増えて
いる。50㎜の回数を見ると、1990年代は年間250
回ほどだったのが、2010年代は年間300回を超え
るまでに増えている。
　最近の5年間をみても、2017年の九州北部豪雨、
2018年の西日本豪雨、2019年の東日本台風、2020
年の熊本豪雨、2021年の熱海土砂災害など、記録
的な豪雨による大災害が相次いでいる。今年に入
っても、8月には前線の停滞による豪雨が東北地
方や北陸地方を見舞い、9月には台風の襲来によ
る豪雨が静岡県を見舞い、大きな被害が生まれて
いる。
　急速に進む地球温暖化が、大気中の水蒸気の量
を増やし、それが大量の降雨を招く結果となって
いる。気温が1度上がると豪雨の回数が2倍になる
といわれている。この温暖化が収まらない限り、
線状降水帯による大雨や前線の長期停滞による大
雨が避けられない。それだけに、大雨に備えるこ
とが喫緊の課題となっている。

豪雨による危険物施設の被害
　豪雨リスクの増大に伴い、浸水による危険物施
設の被害が増えている。洪水によって施設が破壊
され重油などの危険物が流出する、浸水によって
化学反応が起き火災や爆発が起きる、水や土砂の
流入で機能がストップするといった、危険物施設
の被害が各地で生まれている。
　2018年の西日本豪雨で総社のアルミ工場が浸水

により蒸気爆発が起きたことは記憶に新しいが、
2020年の熊本豪雨でもカーボン工場で蒸気爆発が
起きている。貯蔵されていた生石灰が浸水による
発熱反応で火災を起こす事例も、2017年の九州北
部豪雨や2019年の東日本台風などで起きている。
　ガソリンスタンドの被害も看過できない。地下
タンクの浸水や発電機の水没で、給油サービスが
できなくなっている。1か月以上も再開の目途が
つかないケースも起きている。災害時には、緊急
対応や生活維持のためにガソリンの需要が高まる
にもかかわらず、緊急時の供給拠点が被災するな
ど、それに対応できない事態も起きている。

危険物施設の豪雨災害対策
　豪雨災害のリスクが増大し、危険物施設の浸水
被害が増加する中で、それへの対策の強化が求め
られている。総務省消防庁は、2020年の3月に
「危険物施設の風水害ガイドライン」を策定し、
事業所に豪雨災害対策の強化を呼び掛けている。
そこでは、時系列別と施設形態別に分けて、講じ
るべき対策が明確に示されているので、参照され
たい。
　豪雨災害への対応では、他の災害対応と同じく、
「知る」「創る」「進める」の3段階の取り組み
が欠かせない。知るでは、浸水リスクをハザード
マップで確かめ、施設ごとやゾーンごとの危険性
をあきらかにすることが求められる。つくるでは、
防災計画をつくる、防災体制をつくる、緊急マニ
ュアルをつくることが求められる。進めるでは、
対応訓練を繰り返す、点検補修に心がけることな
どが求められる。
　危険物を高所に移転しておくことや水密性のあ
る区画で保管しておくこと、土のうや止水板、オ
イルフェンスや自家発電機を用意しておくこと、
訓練などにより緊急対応マニュアルや復旧稼働マ
ニュアルの習熟をはかることなどが、キーポイン
トになる。

豪雨災害リスクと危険物施設
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　宿屋を営んでいるわけでもないのに月延べ100
人もの人々が寝泊まりし、夜な夜などんちゃん騒
ぎを繰り返していた中島家。1階には知らない男
たちが雑魚寝をしているし、2階の両親の寝室を
ラブホテル代わりにしているカップルまで出現す
る始末だ。あまりにも人の出入りが激しくて、家
族と他人の境目がわからなくなっていった。
　そんな中島家の居候の人々の中でも取り分け記
憶に残っているのは、モヒカン頭のＫ君だ。父が
友人たちと遊んでいたディスコで知り合ったとい
う、まだ19歳くらいの男の子だった。冬も夏も、
肩に鋲のたくさんついた黒い革ジャンを着て、髪
の毛を長いモヒカンスタイルに追ったてている。
とんがったルックスとは裏腹に可愛らしい子犬の
ような目をしたＫ君は、ピュアで繊細だった。時
々パニックを起こして頭をかきむしって暴れたり、
家を飛び出してしまうようなこともあった。純粋
で奔放なＫ君は、よく私や兄と家で遊んでくれた
り一緒に留守番をしたりなどした。
　Ｋ君と私二人でスーパーマーケットへ買い物に
出かけることもあった。そんな時もＫ君は突然立
ち止まったり、何かに追われているように不安気
にあたりをうかがったりしてまったく進まない。
待ちきれなくイライラした私がＫ君の手を引いて、
どちらが大人かわからないようなこともあった。
そうかと思えば、さっきまでオドオドとおびえて
いたＫ君が突如として私の両腕を掴み、「うぉぉ

ぉ～っ‼」と叫んでブンブン体ごと振り回し、川
に投げ込もうとするふりをすることもあった。ギ
ャン泣きする
私を見てＫ君
は、腹を抱え
て笑っている。
ひとしきり笑
うと「ごめん
ね」とまた手
を繋いで道を進むのだった 。
　それにしてもモヒカン頭の革ジャン青年と幼女
のおつかいだなんて、当時にしてもよく通報され
なかったものだ。たまたまなのか、うちの界隈だ
けがゆるいのか、今でも謎だ。
　しばらくして、Ｋ君はいつのまにか中島家に遊
びに来なくなった。ふと思い出して母や父の友人
たちに、「そういえばＫ君ってどうしてるんだろ
う？」と聞いてみると、「わけのわからないクス
リで内臓をやられて死んでしまったらしい」とか
「病死か自殺かどうかもわからない」という答え
が返ってきた。
　当時はそうやって死んでしまった人や行方知れ
ずになった人あまりにも多くて、死んでいようが
生きていようが、ふっと気を抜いている内に目の
前から人が消えることに慣れてしまっていたよう
に思う。
　だから私は幼い時から、自分の周りから人がい
なくなった時、旅に出たまま帰ってこないだけだ
と思うようにしている。ふとした瞬間に街で似た
ような人を見かけることもあれば、今にも玄関の
チャイムが鳴りそうな感覚に囚われることもある
かもしれない。今でも曖昧なまま。それがいいと
思っている。
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モヒカン君とのお出かけは一進一退
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